
�．調査・研究について



１．各国医療情報の収集と情報提供

国別医療情報の収集・データベース化・情報の提供

国際疾病センターの設立に伴い、調査課では、各国の衛生・医療情報に関する情報を外

務省在外日本公館・WHO等の在外機関を始め、国内においても感染症研究所・検疫所等

から収集を行った。また、協力局からプロジェクトリーダー等の専門家が派遣されている

国の生活習慣等の詳細や日常の生活風景を派遣課員のコメントを加えて、渡航者健康管理

室を通じ、国民の皆様に情報を提供している。

3



２．国際医療協力研究委託費

国際医療協力研究委託費は、国際医療協力に関する研究の向上を図り、国際医療協力の

効果的かつ効率的な推進に資することを目的として、１９９０年度に創設された。

研究分野としては、主に、開発途上国に多く見られるマラリアやその他の寄生虫疾患の

病態や対策等に関する専門的研究、ポリオ撲滅や結核対策に関する研究、地域保健医療シ

ステムの強化や人材育成のあり方等に関する研究、開発途上国の社会科学的要因の解析に

関する研究が対象となる。

この研究委託費は、年度ベースで運営され、国際医療協力局の計画課が関係事務を行っ

ている。

�研究課題一覧

平成１７年度の研究課題は、指定研究７課題、公募研究１５課題の合計２２課題となっている。

図１ 派遣課員が参加している研究課題名

課題番号 研 究 課 題 名 主任研究者名

１５指１
国際医療協力のネットワーク構築に必要な情報システム
の確立に関する研究

建野 正毅
（国立国際医療センター）

１５指２ 重症急性呼吸器症候群（SARS）対策に関する緊急研究
小原 博

（国立国際医療センター）

１５公１
保健医療協力プロジェクトの持続可能性に関する学際的
研究

中村 安秀
（大阪大学大学院）

１５公２
開発途上国への内視鏡技術移転及びその精度管理手法開
発に関する研究

上村 直実
（国立国際医療センター）

１５公３
開発途上国におけるHIV感染者に対する多剤併用
（HAART）療法の薬剤感受性試験及びモニタリングシ
ステム構築に関する研究

岡 慎一
（国立国際医療センター）

１５公４
技術協力を通じた開発途上国のハンセン病対策向上に関
する研究

前田 光美
（国立駿河療養所）

１５公５
薬剤耐性化が進む国際的に重要な感染症の予防・治療の
ためのワクチン及び化学療法薬開発とその応用に関する
研究

切替 照雄
（国立国際医療センター）

１５公６
開発途上国におけるDOTS（直接監視下治療法）をモデ
ルとしたプライマリヘルスケア体制の確立に関する研究

須知 雅史
（結核予防会結核研究所）

１６指１
ミレニアム開発目標達成に資するわが国の基本戦略策定
に関する研究

仲佐 保
（国立国際医療センター）
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課題番号 研 究 課 題 名 主任研究者名

１６指３
政策医療（国際医療協力分野）における渡航者健康外来
の体制構築に関する研究

金川 修造
（国立国際医療センター）

１６公１
開発途上国の住民に資するマラリア対策及び社会技術の
開発に関する研究

狩野 繁之
（国立国際医療センター）

１６公２
小児疾患包括的対策（IMCI）の効果的な実施及びモニ
タリング評価に関する研究

庵原 俊昭
（三重病院）

１６公４
開発途上国における救急医療と災害医療の組織化に関す
る研究

木村 昭夫
（国立国際医療センター）

１７指１
海外拠点を活用した共同研究と人材養成に関するパイ
ロットスタディー

工藤宏一郎
（国立国際医療センター）

１７指２
国際医療協力に携わる人材養成および登録システムの構
築に関する研究

中村 安秀
（大阪大学大学院）

１７指３ 技術協力プロジェクトの効果的実施に関する研究
上原 鳴夫

（東北大学大学院）

１７公１
国際医療協力における包括的な生活習慣病予防活動のあ
り方に関する研究

加藤 規弘
（国立国際医療センター）

１７公２
開発途上国におけるリプロダクティブヘルスとHIV／
AIDS対策の統合的推進に関する研究

木村 哲
（国立国際医療センター）

１７公３
途上国における社会開発技術・地域保健システムの強化
に関する研究

建野 正毅
（国立国際医療センター）

１７公４
拡大予防接種計画（EPI）強化プロジェクトのフォロー
アップに関する研究

堤 裕幸
（札幌医科大学）

１７公５
途上国における女性（母子保健）と子ども（学校保健）
の参加による健康教育の方策に関する研究

竹内 勤
（慶應義塾大学）

１７公６ 開発途上国の地域看護のあり方に関する研究
田代 順子

（聖路加看護大学）

�市民公開講座の開催

国際医療協力研究委託費による研究成果を一般の国

民に広く周知することを目的として、平成１５年度より

年１回、市民公開講座を開催している。

平成１７年度は、当該年度に終了する研究課題のう

ち、評価委員会による評価が良好な課題及び国民の関

心が高いテーマを設定し、「エイズ・結核・SARSそし

て鳥インフルエンザ」と題して開催した。

市民公開講座の様子
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３．国際医療協力に関する研究活動

派遣協力課の所掌業務は、「海外へ技術者を派遣し、医療に係る国際協力に関する調査

及び研究並びに研修を行うこと」であり、「調査・研究」は「派遣」や「研修」とともに

協力局の重要な活動のひとつとなっている。派遣協力課課員は、研究者としてよりも、実

践者の立場で研究に携わっており、国際協力を実践する中での経験を通して研究を行って

いるといえる。大半の研究は、派遣協力課が何らかの形で係わったり、もしくは係わって

いたりする技術協力プロジェクトを題材に実施されているが、最近ではこの傾向がますま

す強くなり、プロジェクト活動の一環として、もしくはプロジェクトを理論的にサポート

する形での研究が増えてきている。以前は、データが欲しいためにプロジェクトを利用す

る研究が見られたが、現在では殆どなくなり、研究そのものがプロジェクトの目指す技術

移転や自助努力を支えるという研究と実践が�協力関係�にある研究活動が大半を占めて

いる。

研究グラントは、厚生労働省の国際医療協力研究委託事業によるものであるが、一部は

厚生労働省の共同臨床研究事業や厚生労働科学研究事業がある。平成１７年度の国際医療協

力委託研究事業として派遣協力課課員が主任もしくは分担研究者として係った研究の課題

名並びに分担研究課題名を（図１）に示した。主任もしくは分担研究者になっていない課

員は、基本的には分担研究者の研究協力者の形で研究活動に参加している。

国際医療協力研究委託事業では、その性格からして、途上国での調査研究が主となるた

めに、研究のための海外への出張が増加しており、平成１７年度は３１件に達した（図２）。

訪問国は、アジアが中心であるが、アフリカ、中南米の国も含まれており、現在もしくは

過去に技術協力プロジェクトを展開していた国が大半である。

２０００年に開催された国連総会で「ミレニアム開発目標（MDGs）」が採択され、貧困削

減が開発協力の中心テーマとなり、農村開発、教育支援、保健医療プロジェクト等の貧困

者や社会的弱者に直接裨益する協力、いわゆる「社会開発」が開発協力の主流になりつつ

ある。保健医療分野における協力でも、貧困削減やコミュニティ開発など社会開発的なプ

ロジェクトが要求されてきている。診断治療技術等の医学的対策や研究では、不十分で、

社会に対しての働きかけ、すなわち社会学的対策や研究と連携したプロジェクトが必須に

なってきている。保健医療分野を切口とする国際協力は、従来、Vertical Programが主流

であり、また、「医学」中心の技術移転が大半を占めてきたが、あらたな援助課題として

登場してきた貧困、環境、人口、開発と女性（WID）、人権、市場経済化支援などグロー

バルな課題へ対応するためには、保健医療の分野でも包括的かつ横断的なアプローチが強

く求められるようになった。例え、疾患対策であっても、従来の診断技術、ワクチン、治

療法等の既存の有力な手段に疾病生態学の推進や病原体に対する新しい有力な手段の開発

等を加えた医学研究だけでは、途上国では失敗する確率が高いことは、多くの教訓が明ら

かにしている。保健医療分野の開発協力でも、医学的研究に加えて、保健政策、行動科
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学、社会学、マネージメント、ヘルスプロモーション等の社会学的研究が必須であり、地

域開発等の分野では特に顕著である。途上国のヘルスシステムの強化にどのような「社会

開発技術」が必要であるかという観点からの研究課題が増えてきている。

協力局が関わる技術協力活動も、２０年間の現場を中心とした活動経験から、病院、疾患

指向型から地域づくり型、システム構築型、ヘルスプロモーション型のプロジェクトへ変

わってきており、途上国の現場でも「社会開発技術」に対するニーズが高まっている。保

健医療分野における開発協力では、医学的研究は勿論のこと、保健行政、行動科学、マ

ネージメント、ヘルスプロモーション、人口・社会科学、人間の安全保障など社会学的研

究が強く求められている。

この流れを受けて、平成１７年度の新規課題の多くが社会科学的色彩の強い課題であり、

現場の求めに応じた研究になってきている（図３）。これらの傾向は今後ますます強化さ

れていくものと考えられる。

�【国際医療協力研究委託事業（以下国際委託費）１５指１】：国際医療協力のネットワー

ク構築に必要な情報システムの確立に関する研究

主任：建野正毅、国際医療協力のネットワーク構築に必要な情報システムの確立に関す

る研究

分担：石川典子、国際医療協力のネットワーク構築に必要な情報システムの確立に関す

る研究

�【国際委託費１５指２】：重症急性呼吸器症候群（SARS）対策に関する緊急研究

主任：小原博、重症急性呼吸器症候群に対するモデル病院構築に関する研究

�【国際委託費１５公１】：保健医療協力プロジェクトの持続可能性に関する学際的研究

分担：仲佐保、国際保健の立場からみた保健医療協力プロジェクトの持続可能性に関す

る学際的研究

�【国際委託費１５公２】：開発途上国への内視鏡技術移転及びその精度管理手法開発に関

する研究）

分担：秋山稔、ボリビアへの内視鏡技術移転及びその精度管理手法開発に関する研究

�【国際委託費１５公３】：開発途上国におけるHIV感染者に対する多剤併用（HAART）療

法の薬剤感受性試験及びモニタリングシステム構築に関する研究

分担：向山由美、HAART療法のモニタリングシステム構築に関する研究

�【国際委託費１５公４】：技術協力を通じた開発途上国のハンセン病対策向上に関する研

究

分担：石田裕、開発途上国におけるハンセン病対策の住民の能力開発のために保健職員

に求められる能力の明確化とトレーニング技術の開発

�【国際委託費１６指１】：ミレニアム開発目標達成に資するわが国の基本戦略策定に関す

る研究

主任：仲佐保、ミレニアム開発目標達成に資するわが国の基本戦略策定に関する研究

7



分担：明石秀親、MDGsのための人材養成にかかる問題点の分析

�【国際委託費１６指３】：政策医療（国際医療協力分野）における渡航者健康外来の体制

構築に関する研究

分担：稲葉淳一、国内データベースの構築に関する研究

	【国際委託費１６公２】：小児疾患包括的対策（IMCI）の効果的な実施及びモニタリング

評価に関する研究

分担：岩本あづさ、小児疾患包括的対策（IMCI）のモニタリング評価に有効な指標に

関する研究


【国際委託費１７指１】：海外拠点を活用した共同研究と人材養成に関するパイロットス

タディー

分担：建野正毅、海外拠点の形成に関する研究

�【国際委託費１７指２】：国際医療協力に携わる人材養成および登録システムの構築に関

する研究

分担：三好知明、国際医療協力に携わる登録システムの構築に関する研究

�【国際委託費１７指３】：技術協力プロジェクトの効果的実施に関する研究

分担：稲葉淳一、情報データベースの入力システムと維持・活用に関する研究

【国際委託費１７公２】：開発途上国におけるリプロダクティブヘルスとHIV／AIDS対策

の統合的推進に関する研究

分担：垣本和宏、途上国における母子保健サ－ビスの中でのHIV母子感染予防対策強化

に関する研究

�【国際委託費１７公３】：途上国における社会開発技術・地域保健システムの強化に関す

る研究

主任：建野正毅、保健システム強化に向けた国際医療協力のあり方に関する研究

分担：明石秀親、保健医療サ－ビスのデリバリ－システムに関する研究

分担：西田美佐、自立発展性のある組織づくりに関する研究

�【国際委託費１７公４】：拡大予防接種計画（EPI）強化プロジェクトのフォローアップ

に関する研究

分担：疋田和夫、中国北西地域におけるEPI強化

分担：小林誠、パキスタンのポリオ根絶計画とEPIの強化

分担：帖佐徹、未登録人口層児童の把握に関する研究

�【国際委託費１７公５】：途上国における女性（母子保健）と子ども（学校保健）の参加

による健康教育の方策に関する研究

分担：小林潤、アジアの学校保健政策、行政等の調査；参加型学校保健による感染症対

応パッケ－ジ開発；健康教育モデルの種々の感染症制圧への応用

分担：杉浦康夫、ラオスでの健康記録ノート導入による母子健康増進についての介入研

究、学校保健との連携による健康教育モデルの作成
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�【厚生科学―新興―２２】：マラリアの感染予防及び治療に関する研究

分担：小林潤、国外におけるマラリア流行調査

図２ 研究調査（３１件）

出 張 者 出 張 国 出 張 件 名 出発年月日 期間

建 野 正 毅

稲 葉 淳 一
ベトナム

国際委託費（１７指１）海外拠点を活用

した共同研究と人材養成に関するパイ

ロットスタディ

２００５／０６／２７ ７

岡 林 広 哲 ラオス

国際委託費（１６指１）ミレニアム開発

目標達成に資するわが国の基本戦略策

定に関する研究

２００５／０７／１３ １２

杉 浦 康 夫 ラオス

国際委託費（１７公５）途上国における

女性と子どもの参加による健康教育の

方策に関する研究

２００５／０７／３０ ６

石 田 裕 ミャンマー

国際委託費（１５公４）技術協力を通じ

た開発途上国のハンセン病対策向上に

関する研究

２００５／０８／０７ ７

建 野 正 毅

石 川 典 子

稲 葉 淳 一

ベトナム

国際委託費（１７指１）海外拠点を活用

した共同研究と人材養成に関するパイ

ロットスタディ

２００５／０８／１４ ６

明 石 秀 親 カンボジア
国際委託費（１７公３）保健医療サービ

スのデリバリーシステムに関する研究
２００５／０９／１４ １０

仲 佐 保 ホンジュラス

国際委託費（１５公１）国際保健の立場

から見た保健医療協力プロジェクトの

持続可能性に関する学際的研究

２００５／０９／１５ １３

小 林 誠 パキスタン
国際委託費（１７公４）パキスタンにお

ける定期接種強化の試み
２００５／０９／２６ １２

小 林 潤 タイ

国際委託費（１７公５）途上国における

女性と子どもの参加による健康教育の

方策に関する研究

２００５／１０／０１ ６

帖 佐 徹

石 田 裕
タイ

国際委託費（１６指１）ミレニアム開発

目標達成に資するわが国の基本戦略策

定に関する研究―総括

２００５／１０／０９ ８
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出 張 者 出 張 国 出 張 件 名 出発年月日 期間

垣 本 和 宏 カンボジア

国際委託費（１７公２）途上国における

母子保健サービスの中でのHIV母子感

染予防対策強化に関する研究

２００５／１０／１０ １２

石 田 裕

向 山 由 美

小 西 香 子

タイ

国際委託費（１６指１）ミレニアム開発

目標達成に資するわが国の基本戦略策

定に関する研究

２００５／１２／０４ １４

後 藤 美 穂 マダガスカル

国際委託費（１７公３）総括、保健シス

テム強化に向けた国際医療協力のあり

方に関する研究

２００５／１２／０５ １３

加 藤 紀 子 ラオス
国際委託費（１６公１）タイにおけるマ

ラリア対策の社会技術開発研究
２００５／１２／０７ １５

帖 佐 徹 ラオス
国際委託費（１７公４）未登録人口層児

童の把握に関する研究
２００５／１２／１１ １２

水 野 泰 孝 ベトナム

国際委託費（１７指１）海外拠点を活用

した共同研究と人材養成に関するパイ

ロットスタディ

２００５／１２／１７ ７

小 林 潤
タイ、カンボ

ジア、ラオス

国際委託費（１７公５）途上国における

女性と子どもの参加による健康教育の

方策に関する研究

２００６／０１／１０ １２

野崎威功真
バングラデ

シュ

国際委託費（１６公２）小児熱性疾患の

診断法の評価と普及システムの強化に

関する研究

２００６／０１／１４ １３

石 田 裕 ミャンマー

国際委託費（１５公４）技術協力を通じ

た開発途上国のハンセン病対策向上に

関する研究

２００６／０２／０５ ８

水 野 泰 孝 ベトナム

国際委託費（１７指１）海外拠点を活用

した共同研究と人材養成に関するパイ

ロットスタディ

２００６／０２／０５ ９

小山内泰代 セネガル

国際委託費（１７公３）保健システム強

化に向けた国際医療協力のあり方に関

する研究

２００６／０２／１９ １４
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出 張 者 出 張 国 出 張 件 名 出発年月日 期間

疋 田 和 夫 中国

国際委託費（１７公４）拡大予防接種計

画（EPI）強化プロジェクトのフォロー

アップに関する研究

２００６／０２／２７ １０

向 山 由 美 タイ

国際委託費（１６指１）ミレニアム開発

目標達成に資するわが国の基本戦略策

定に関する研究

２００６／０３／０５ １４

稲 葉 淳 一 ボリビア

国際委託費（１７指１）海外拠点を活用

した共同研究と人材養成に関するパイ

ロットスタディ

２００６／０３／２１ １０

建 野 正 毅

カンボジア、

ラオス、ベト

ナム

国際委託費（１７指１）海外拠点を活用

した共同研究と人材養成に関するパイ

ロットスタディ

２００６／０３／２１ １０

図３ 平成１７年度国際医療協力研究委託費新規研究課題

課題番号 研 究 課 題 名 研 究 目 的

１７指１

海外拠点を活用した共同

研究と人材養成に関する

パイロットスタディー

平成１６年度研究�国際医療協力研究における効果

的な介入技法に関するフィージビリティスタ

ディ�の成果を実践するため、タイ・ベトナム等

において海外拠点を活用した共同研究および人材

の養成についてパイロットスタディーを行う。

１７指２

国際医療協力に携わる人

材養成および登録システ

ムの構築に関する研究

政策医療としての国際医療協力を推進するために

欠かせない、国際医療協力に携わる人材の養成の

あり方を体系的に検討するとともに、それらの人

材を効果的に活用するための登録システムの構築

を目指す。

１７指３
技術協力プロジェクトの

効果的実施に関する研究

プロジェクトの内容をデータベース化し、業績を

評価・分析することを通じて、途上国における国

際協力を効果的に推進するために必要な提言を行

う。又、案件発掘の際の事前評価、保健医療分野

の広域協力をはじめとする後方支援のあり方につ

いても検討を行う。
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課題番号 研 究 課 題 名 研 究 目 的

１７公１

国際医療協力における包

括的な生活習慣病予防活

動のあり方に関する研究

途上国の貧困層においても急速に増加している生

活習慣病に対し、包括的な生活習慣病予防戦略が

必要であることに鑑み、日本の経験を踏まえた効

率のよい対策を支援することを目的として糖尿病

を中心に予防活動のあり方を検討しモデル事業を

行う。

１７公２

開発途上国におけるリプ

ロダクティブヘルスと

HIV／AIDS対策の統合的

推進に関する研究

途上国におけるリプロダクティブヘルスの推進に

はHIV／AIDS対策が切り離せない重要課題となっ

ている。これまで多くの場合、両者のプログラム

の相互連携は行われていない。このため、HIV／

AIDS対策がリプロダクティブヘルスのプログラ

ムに統合され、実践されるための具体策を検討す

る。

１７公３

途上国における社会開発

技術・地域保健システム

の強化に関する研究

地域保健の担い手の業務の効率化・組織強化のた

めの方策を地域横断的・統合的に検討し、途上国

における地域の基礎的な保健サービスの向上のた

めの社会開発技術のモデルを提案する。

１７公４

拡大予防接種計画（EPI）

強化プロジェクトのフォ

ローアップに関する研究

垂直プログラムを主体として実施されている拡大

予防接種計画の持続性を確保するためには、母親

や女性医療従事者の役割が重要視されている。こ

のため、予防接種プログラムと母子保健プログラ

ムとの連携を図るなど、今後の持続可能で効果的

な統合の具体的モデルを提示する。

１７公５

途上国における女性（母

子保健）と子ども（学校

保健）の参加による健康

教育の方策に関する研究

ラオスやタイで行われている広域寄生虫対策の社

会開発技術をモデルとして、途上国における女性

（母子保健）と子ども（学校保健）の参加による

健康教育のあり方について研究を行う。

１７公６
開発途上国の地域看護の

あり方に関する研究

途上国で主に住民に接し保健活動に取り組んでい

る保健医療従事者の主体は看護職である。日本の

保健師等による地域保健活動への貢献を元に、途

上国における地域看護のあり方について研究を行

う。
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